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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前記乾燥バルク材料を貯蔵するためのものであって、バルク入口（１１）およびバルク
出口（１２）を持つ主貯蔵コンテナ（１）と、前記主貯蔵コンテナ（１）のバルク出口（
１２）に接続していて、主移送パイプを通してバルク材料を駆動するためのポンプ・ユニ
ット（２１）を備える前記主移送パイプ（２）とを備える、流動性を持つ乾燥バルク材料
を移送するためのバルク移送システムであって、
　前記移送システムは、更に、
　それぞれが、前記主移送パイプ（２）に接続していて、分配弁（３１）を持ち、前記弁
により分配パイプ（３）を開閉することができる複数の分配パイプ（３）と、
　それぞれが、分配ユニット・コンテナ（４１）と、前記複数の分配パイプ（３）の中の
対応するものを通して、前記主移送パイプ（２）に接続している入口（４２）と、材料分
配出口（４４）と、前記分配ユニット・コンテナ（４１）内の実際の貯蔵レベルが、予め
定めた最低の貯蔵レベルと等しいか、またはそれ以下に下がっているかどうか、また前記
分配ユニット・コンテナ（４１）内の実際の貯蔵レベルが、予め定めた最高の貯蔵レベル
に等しいか、または超えているかを検出するための貯蔵レベル検出装置と、
　前記各分配ユニット（４）の前記貯蔵レベル検出装置（４３）から逐次検出値を受信し
、前記複数の分配ユニット（４）のどれかの前記分配ユニット・コンテナ内の実際の貯蔵
レベルが、予め定めた最低の貯蔵レベルと等しいか、またはそれ以下に下がっている場合
には、前記複数の分配ユニット（４）の中の、前記ユニットの前記分配ユニット・コンテ
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ナ（４１）内の実際の貯蔵レベルが、予め定めた最高の貯蔵レベルになるまで、バルク材
料を前記主貯蔵コンテナ（１）から、前記複数の分配ユニット（４）の中の、一つのユニ
ットの前記分配ユニット・コンテナ（４１）に移送するよう要求するように、検出値に基
づいて、前記各分配パイプ（３）の分配弁（３１）、およびポンプ・ユニット（２１）を
制御する移送制御システム（５）とを備えることを特徴とし、
　その結果、前記バルク移送システムは、前記移送制御システムに制御されて、流動性を
持つバルク材料を、前記主貯蔵コンテナ（１）から、前記主移送パイプ（２）を通し、ま
た選択された各分配パイプ（３）を通し、その選択された分配パイプ（３）に接続されて
いる分配ユニット（４）内に移送するように構成される、バルク移送システム。
【請求項２】
　請求項１に記載のバルク移送システムにおいて、前記予め定めた最低の貯蔵レベルが、
予め定めた最高の貯蔵レベルとは異なるバルク移送システム。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載のバルク移送システムにおいて、移送制御システム（５
）が前記各分配パイプ（３）の分配弁（３１）および前記ポンプ・ユニット（２１）を前
記検出値に基づいて制御して、もし一つ以上の前記分離ユニット（４）の前記分配ユニッ
ト・コンテナ（４１）内の実際の貯蔵レベルが、予め定めた最低の貯蔵レベルと等しいか
、またはそれ以下に下がっている場合には、実際の貯蔵レベルが、最初に、前記予め定め
た最低の貯蔵レベルと等しいか、またはそれ以下に下がった分配ユニット（４）の前記分
配ユニット・コンテナ（４１）にバルク材料を移送するバルク移送システム。
【請求項４】
　請求項１－請求項３の何れか１項に記載のバルク移送システムにおいて、前記貯蔵レベ
ル検出装置（４３）が、前記分配ユニット・コンテナ（４１）内の正確な実際の貯蔵レベ
ルを検出し、前記移送制御システム（５）が前記各分配パイプ（３）の分配弁（３１）お
よび前記ポンプ・ユニット（２１）を前記検出値に基づいて制御して、もし一つ以上の前
記分配ユニット（４）の前記分配ユニット・コンテナ（４１）内の実際の貯蔵レベルが、
予め定めた最低の貯蔵レベルと等しいか、またはそれ以下に下がっている場合には、実際
の貯蔵レベルが最も低い、分配ユニット（４）の前記分配ユニット・コンテナ（４１）に
バルク材料を移送するバルク移送システム。
【請求項５】
　請求項１－請求項４の何れか１項に記載のバルク移送システムにおいて、それにより前
記移送制御システム（５）の動作を修正または中断することができる手動移送制御スイッ
チ（６）を備えるバルク移送システム。
【請求項６】
　請求項１－請求項５の何れか１項に記載のバルク移送システムにおいて、各分配ユニッ
ト（４）が、前記材料分配出口（４４）を通して分配される正確な量を測定する計量シス
テムを持つバルク移送システム。
【請求項７】
　請求項１－請求項５の何れか１項に記載のバルク移送システムにおいて、各分配ユニッ
ト（４）が、材料要求スイッチまたはパネルを持ち、それにより、材料の必要な量を予め
設定することができ、材料の必要な量が、前記材料分配出口（４４）を通して分配される
ように、前記分配ユニット（４）を制御することができるバルク移送システム。
【請求項８】
　請求項１－請求項７の何れか１項に記載のバルク移送システムにおいて、前記各分配パ
イプ（３）が、
　ａ）前記主移送パイプ（２）を接続している前記分配パイプ（３）のその端部を形成し
ていて、前記分配弁（３１）を備える弁部分（３２）と、
　ｂ）前記分配ユニット（４）を端部接続している前記分配パイプ（３）のその端部を形
成していて、前記弁部分（３２）に取り外すことができるように接続していて、前記弁部
分（３２）より実質的に長い分配ユニット部分（３３）とを備えるバルク移送システム。
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【請求項９】
　請求項１－請求項８の何れか１項に記載のバルク移送システムにおいて、前記主移送パ
イプ（２）が、
　ａ）前記分配パイプ（３）が接続している前記主移送パイプ（２）のその部分を形成し
ている給水栓部分（２２）と、
　ｂ）前記主貯蔵コンテナ（１）と前記給水栓部分（２２）との間を延びる前記主移送パ
イプ（２）のその部分を形成していて、前記移送部分（２３）に取り外すことができるよ
うに接続している移送部分（２３）とを備えるバルク移送システム。
【請求項１０】
　請求項９に記載のバルク移送システムにおいて、前記給水栓部分（２２）が、主パイプ
部分と、前記主パイプ部分の縦方向の異なる部分から横方向に突出している接続パイプ部
分と、前記主パイプ部分と前記接続パイプ部分の各自由端部のところの接続ジョイント（
２２３）とを備える、一つの部材として形成されているバルク移送システム。
【請求項１１】
　請求項９に記載のバルク移送システムにおいて、前記給水栓部分（２２）が、モジュラ
・システムとして設計され、その各給水栓素子（２２４）が、前記主パイプ部分と、主パ
イプ部分から横方向に突出している接続パイプ部分と、前記主パイプ部分および前記接続
パイプ部分の各自由端部のところに位置する接続ジョイント（２２３）を持つ複数の給水
栓素子（２２４）とを備え、前記給水栓素子（２２４）が、一列になるように接続してい
て、前記主パイプ部分の自由端部のところの前記接続ジョイントの各組が、相互に取り外
すことができるように接続しているバルク移送システム。
【請求項１２】
　請求項１－請求項１１の何れか１項に記載のバルク移送システムにおいて、複数の移送
ユニットが、前記主貯蔵コンテナ（１）に接続していて、その各移送ユニットが、移送パ
イプ（２）と、複数の分配パイプ（３）と、複数の分配ユニット（４）を備えるバルク移
送システム。
【請求項１３】
　建設材料を建設用地の異なる場所、特に建設中のビルの異なる階に移送するための請求
項１－請求項１２の何れか１項に記載のバルク移送システムの使用方法。
【請求項１４】
　水を含まない建設材料、特に、粉末材料および／または粒状材料を前記建設用地の前記
異なる場所に移送するための請求項１３に記載のバルク移送システムの使用方法。
【請求項１５】
　前記分配ユニット内のバルク材料の実際の貯蔵レベルが、予め定めた最低の貯蔵レベル
と等しいか、またはそれ以下に下がっているかどうか、また、前記分配ユニット内のバル
ク材料の実際の貯蔵レベルが、予め定めた最高の貯蔵レベルと等しいかどうかを各分配ユ
ニットで検出するステップとを含む、バルク材料を主貯蔵コンテナから複数の分配ユニッ
トに移送するための、バルク移送システムを制御するための方法であって、
　前記バルク移送システムの制御方法は、更に、
　前記各分配ユニットから逐次検出値を受信するステップと、
　検出値を前記分配ユニットの中の一つから受信した場合には、前記一つの分配ユニット
内のバルク材料の実際の貯蔵レベルが、前記予め定めた最低の貯蔵レベルと等しいか、ま
たはそれ以下に下がっていることを表示するステップと、
　　現在、バルク材料が、前記分配ユニットの中のどれかに移送されているかどうかをチ
ェックするステップと、
　　現在、バルク材料が、前記分配ユニットのどれにも移送されていない場合には、前記
一つの分配ユニットへのバルク材料の移送がスタートするような方法で前記バルク移送シ
ステムを制御するステップと、
　検出値を前記分配ユニットの中の一つのから受信した場合には、前記一つの分配ユニッ
ト内のバル材料の実際の貯蔵レベルが、予め定めた最高の貯蔵レベルに等しいことを表示
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するステップと、
　　現在、バルク材料が、前記一つの分配ユニットに移送されているかどうかをチェック
するステップと、
　　現在、バルク材料が、前記一つの分配ユニットに移送されていることが分かった場合
には、前記一つの分配ユニットへのバルク材料の移送を停止するような方法で前記バルク
移送システムを制御するステップと、
　　充填対象の分配ユニットの待ち行列をチェックして、前記待ち行列が、現在、充填す
べき他の分配ユニットを含んでいるかどうかをチェックするステップと、
　　前記待ち行列が、現在、前記他の分配ユニットを含む場合には、待ち行列で次に位置
する前記他の分配ユニットへのバルク材料の運送をスタートさせ、前記待ち行列から前記
他の分配ユニットを削除するような方法でバルク移送システムを制御するステップとを含
む方法。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のバルク移送システムを制御するための方法において、前記一つの分
配ユニット内のバルク材料の実際の貯蔵レベルが、前記予め定めた最低の貯蔵レベルと等
しいか、またはそれ以下に下がっていることを示している検出値を前記複数の分配ユニッ
トの中の一つから受信した後で、また、現在、バルク材料が、前記複数の分配ユニットの
どれかに移送されているかどうかをチェックした後で、また、現在、バルク材料が、前記
複数の分配ユニットのどれかに移送されていることが分かった後で、
　ａ）現在、バルク材料が、前記複数の分配ユニットの中の一つに移送されているかどう
かをチェックし、
　ｂ）現在、バルク材料が、前記複数の分配ユニットの中の一つに移送されていることが
分かった場合に、前記複数の分配ユニット中のそのユニットへのバルク材料の運送を継続
するように、前記バルク移送システムが制御され、
　ｃ）現在、バルク材料が、前記複数の分配ユニット中の一つに移送されていない場合で
、もし前記一つの分配ユニットが、前記待ち行列に未だない時には、前記一つの分配ユニ
ットは、充填対象の分配ユニットの待ち行列の最後に置かれる方法。
【請求項１７】
　請求項１５に記載のバルク移送システムを制御するための方法であって、
　ａ）各分配ユニットに対する、バルク材料の実際の貯蔵レベルの正確な数値が検出され
、
　ｂ）前記一つの分配ユニット内のバル材料の実際の貯蔵レベルが、前記予め定めた最低
の貯蔵レベルに等しいか、またはそれ以下に下がっていることを示している検出値を前記
分配ユニットの中の一つのから受信した後で、また、現在、バルク材料が、前記分配ユニ
ットのどれかに移送中であることが分かった後で、
　ｂ１）分配ユニットの中のどれが、実際に最も低い貯蔵レベルを持っているかがチェッ
クされ、
　ｂ２）バルク材料が、最も低い実際の貯蔵レベルを持つ、分配ユニットの中の一つに送
られるような方法で前記バルク移送システムが制御され、
　ｂ３）前記予め定めた最低の貯蔵レベルに等しいか、またはそれ以下に下がっている実
際の貯蔵レベルを持つ前記複数の分配ユニットの中の他の任意のユニットが、バルク材料
により満たされる分配ユニットの前記待ち行列の中に入れられ、この場合、前記待ち行列
内の位置番号は、実際の貯蔵レベルが低ければ低いほど後になる方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】
本発明は、バルク材料、特に建設材料の流動性を持つるバルク媒体を、バルク材料が予め
知ることができない量で、さらに処理される、例えば、建設用地の作業現場のような場所
に移送するためのバルク移送システム、およびバルク移送システムの制御方法に関する。
【０００２】
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セメント、砂および水の湿った混合物であるモルタルは、建設作業用の材料として広く使
用されている。材料が別々に現場に運ばれ、その現場で混合される場合には、建設用地の
実際の作業現場に湿ったモルタルを供給するには、多くの作業手順を必要とする。
【０００３】
それ故、従来のシステムの場合には、予め混合した乾燥モルタル、すなわち、砂およびセ
メントの混合物をサイロに貯蔵しておき、この予め混合した乾燥モルタルをミキサ・ユニ
ットにポンプで送り、湿ったモルタルを作るために水を加えるという方法をとっている。
ミキサ・ユニットは、実際の作業現場に設置することができる。
【０００４】
しかし、従来のシステムは効率が低い。通常、建設用地での建設作業は、建設用地の複数
の場所で同時に行われる。セメントまたはモルタルのような建設材料は、同時に異なる場
所で使用される。それ故、従来のシステムを複数使用するか、一つのシステムのミキサ・
ユニットを頻繁に移動させるかしなければならない。複数のシステムを設置すると、装置
のコストが高くなり、また複数のシステムを設置させるのは、スペースの限定されている
ので多くの場合不可能である。一つのシステムを頻繁に移動させると、作業量が非常に増
大する。
【０００５】
本発明の一つの目的は、コストや作業量を増大しないで、特に遠隔地での実際の需要に従
って、同時に同じ建設用地の種々の遠隔地に材料を供給するのに適しているバルク移送シ
ステムと製造することであり、またこのバルク移送システムの対応する制御方法を考案す
ることである。
本発明のバルク移送システムを使用すれば、上記目的を達成することができる。
【０００６】
本発明のバルク移送システムは、バルク材料を貯蔵するための主貯蔵コンテナを備え、上
記主貯蔵コンテナは、バルク入口とバルク出口とを持つ。主貯蔵コンテナの出口に接続し
ている主移送パイプは、主移送パイプを通してバルク材料を駆動するためのポンプ・ユニ
ットを備える。複数の分配パイプが設置されている。複数の各分配パイプは、主移送パイ
プに接続していて、分配弁を持ち、この分配弁により、分配パイプを開閉することができ
る。さらに、複数の分配ユニットが設置されている。複数の各分配ユニットは、分配ユニ
ット・コンテナと、分配パイプの中の対応する一本のパイプを通して、主移送パイプに接
続している入口と、材料分配出口と、貯蔵レベル検出装置とを持つ。
【０００７】
貯蔵レベル検出装置は、分配ユニット・コンテナ内の実際の貯蔵レベルが、予め定めた最
低の貯蔵レベルと等しいか、またはそれ以下に下がっているかどうかを検出し、分配ユニ
ット・コンテナ内の実際の貯蔵レベルが、予め定めた最高貯蔵レベルと等しいか、または
超えているかを検出する。
【０００８】
さらに、材料移送システムは、各分配ユニットの貯蔵レベル検出装置からの検出値を逐次
受信する移送制御システムを備える。移送制御システムは、検出値に基づいて、各分配パ
イプおよびポンプ・ユニットの分配弁を制御する。上記制御は、複数の分配ユニットのど
れかの分配ユニット・コンテナ内の実際の貯蔵レベルが、予め定めた最低貯蔵レベルと等
しいか、またはそれ以下に下がった場合に、バルク材料が、主貯蔵コンテナから複数の分
配ユニットの中の一つの分配ユニット・コンテナへと運ばれるように制御される。バルク
材料は、複数の分配ユニットの中の上記一つのユニットの分配ユニット・コンテナ内の実
際の貯蔵レベルが、予め定めた最高の貯蔵レベルに等しくなるまで、複数の分配ユニット
の中の上記一つのユニットの分配ユニット・コンテナへ運ばれる。
【０００９】
そのため、複数の分配ユニットの中の上記一つのユニットは、実際の貯蔵レベルが低くな
ったことが検出されたばかりの分配ユニットである場合もあるし、または、後で検出がを
行われた場合、それに対して材料がすでに移送中の他の分配ユニットである場合もある。
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【００１０】
複数の分配ユニットの中の上記一つのユニットの分配ユニット・コンテナ内の実際の貯蔵
レベルが、予め定めた最高の貯蔵レベルに等しくなるまで、複数の分配ユニットの中の上
記一つのユニットの分配ユニット・コンテナへ、バルク材料を移送する場合、分配ユニッ
ト・コンテナが、必ずしも、一回の動作で満たされるわけではない。他の分配ユニット・
コンテナに材料を移送するために、最初、分配ユニット・コンテナへの移送作業を中断し
て、その後で再び移送作業を継続することもできる。
【００１１】
このようにして、実際のレベルが、予め定めた最高の貯蔵レベルに等しくなるまで移送す
るという作業内容は、実際のレベルが予め定めた最高の貯蔵レベルを少し超えるまで移送
作業を行うことも意味する。実際の貯蔵レベルの検出は、ある時間的間隔をおいて行うこ
とができるので、実際の貯蔵レベルが、予め定めた最高の貯蔵レベルに等しくなった時は
、検出を行わなくてもすむ。
【００１２】
複数の分配ユニットを設置することにより、複数の分配場所にバルク材料を移送すること
ができる。そのため、例えば、建設用地の複数の作業現場に建設材料を運ぶことができる
。それ故、すべての場所から同時に材料の供給を要求された場合でも、複数の現場で同時
に作業を行うことができる。
【００１３】
各分配ユニット用に一つの分配ユニット・コンテナを使用することにより、特定の各分配
場所にある量の材料を貯蔵することができ、その結果、移送プロセスのための待ち時間な
しで、上記量の材料を即座に使用することができる。また、そこに移送されるよりもっと
多くの材料が、分配ユニットから運び出された場合でも、材料が不足しないように、材料
緩衝装置を設置することができる。
【００１４】
複数の分配ユニットに対して、一つの主材料貯蔵コンテナと、一つの主移送パイプを設置
することにより、装置コストを低く抑え、また狭いスペースに移送システムを設置するこ
とができる。さらに、例えば、水を含まないモルタルのような材料の混合物を予め混合し
、主貯蔵コンテナ内に貯蔵することができ、そうすることにより、混合プロセスを一つの
場所に集中し、それにより、生産性を向上させることができる。さらに、最初のステップ
で、材料だけを一つの場所、すなわち、主貯蔵コンテナに移送しさえすればよいことにな
る。どの作業現場からどれだけの材料を運びだしたらよいのかという問題について、予め
考慮する必要がなくなる。
【００１５】
複数の分配弁およびポンプ・ユニットを設置することにより、複数の分配ユニットの中の
特定のユニットから独立して、流動性を持つバルク材料を移送することができる。
【００１６】
各分配ユニット内に貯蔵レベル検出装置を設置し、また移送制御システムを設置すること
により、移送プロセスを自動的に行うことができる。さらに、複数の分配ユニットのどれ
かの中の材料が不足するという事態の発生を最小限度に抑えることができるような方法で
上記プロセスを実行することができる。複数の分配ユニットのどれかの分配ユニット・コ
ンテナ内の実際の貯蔵レベルが、予め定めた最低の貯蔵レベルと等しくなるか、それ以下
に下がった場合には何時でも、バルク材料は、主貯蔵コンテナから複数の分配ユニットの
中の一つのユニットへ運ばれる。すなわち、任意の実際の貯蔵レベルが、目標のレベルよ
り低い間は、ポンプ・ユニットは連続して作動して、それによりポンプ・ユニットができ
るだけ効率的に使用されることになる。
【００１７】
移送制御システムは、各分配ユニットの貯蔵レベル検出装置から、連続的に、またはある
受信間隔を置いて、検出値を受信することができる。
本発明の場合には、予め定めた最低の貯蔵レベルを予め定めた最高の貯蔵レベルと等しく
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することができる。そうすることにより、分配ユニットから材料が取り出された直後に、
その分配コンテナを完全に満たすことができ、材料を主貯蔵コンテナから分配ユニットへ
移送される。しかし、好適には、予め定めた最低の貯蔵レベルは、予め定めた最高の貯蔵
レベルとは異なることが好ましい。
【００１８】
それにより、もっと少ない量の材料が、すでに完全に満たされている分配ユニット・コン
テナから取り出された場合だけ、材料が、直ちに、主貯蔵コンテナから分配ユニットに運
ばれないようにすることができる。それにより、少量のバルク材料を運ぶために、ポンプ
・ユニットが頻繁に始動と停止を繰り返して行うことを避けることができる。頻繁に始動
と停止とが反復した行われると、ポンプ・ユニットおよび全移送システムの寿命を縮めこ
とになる。
【００１９】
異なる分配ユニットに対して、予め定めた最低の貯蔵レベルとして、異なる数値を与える
ことができ、および／または、異なるユニットに対して、予め定めた最高の貯蔵レベルと
して、異なる数値を与えることができる。
【００２０】
本発明によれば、複数の分配ユニットを満たすために、バルク移送システムの移送制御シ
ステムの詳細な部分を任意に設計することができる。しかし、本発明の好適な実施形態の
場合には、移送制御システムは、複数の分配ユニットの一つ以上の分配ユニット・コンテ
ナ内の実際の貯蔵レベルが、予め定めた最低の貯蔵レベルと等しくなるか、それ以下に下
がった場合に、バルク材料が、その実際の貯蔵レベルが、予め定めた最低の貯蔵レベルに
最初に等しくなるか、それ以下に下がった複数の分配ユニットの中のそのユニットの分配
ユニット・コンテナに、バルク材料が移送されるように、検出値に基づいて、各分配パイ
プの分配弁およびポンプ・ユニットを制御する（早い者勝ちモード）。
【００２１】
その実際の貯蔵レベルが、最初に予め定めた最低の貯蔵レベルに等しくなるか、それ以下
に下がった複数の分配ユニットの中の上記のそのユニットの分配ユニット・コンテナを満
たすことにより、最初に材料が全部なくなってしまう可能性が最も高い分配ユニットが満
たされる。この分配ユニット内の材料がすでに使い果たされている場合には、この分配ユ
ニットが、材料が入っていない状態での待ち時間が最も長い分配ユニットである可能性が
非常に高い。それ故、この分配ユニットの場合には、それ以上材料の供給を受けないで行
うことができる他の作業は残っていないことが多い。
【００２２】
本発明のバルク移送システムの他の好適な実施形態の場合には、貯蔵レベル検出装置は、
分配ユニット・コンテナ内の正確な実際の貯蔵レベルを検出し、一つ以上の分配ユニット
の分配ユニット・コンテナ内の実際の貯蔵レベルが、予め定めた最低の貯蔵レベルと等し
くなるか、またはそれ以下に下がった場合に、その実際の貯蔵レベルが最も低い、複数の
分配ユニットの中のその一つのユニットの分配ユニット・コンテナにバルク材料が移送さ
れるように、移送制御システムが、検出値に基づいて、各分配パイプの分配弁およびポン
プ・ユニットを制御する（最も低いレベルが最初モード）。
【００２３】
その実際の貯蔵レベルが最も低い、複数の分配ユニットの中のその一つのユニットの分配
ユニット・コンテナを最初に満たすことにより、材料が完全になくなってしまう可能性が
非常に高い分配ユニットを満たすことができる。
【００２４】
それ故、その間に、他の分配ユニット・コンテナの貯蔵レベルが、最も低くなろうがなる
まいが、予め定めた時間の間、その実際の貯蔵レベルが最も低い分配ユニットの中の、そ
のユニットの分配ユニット・コンテナにバルク材料を移送することができる。さらに、同
じ貯蔵レベルを持つこれら分配ユニット、または予め定めた最低の貯蔵レベルよりも低い
実際の貯蔵レベルを持つ、これら分配ユニットから単位時間当りに取り出される材料の量
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を考慮して、材料を供給する分配ユニットを決めることもできる。
【００２５】
本発明によれば、移送プロセスを修正するための操作スタッフが全然いなくても、バルク
移送システムを完全に自動的に運転することができる。しかし、好適には、バルク移送シ
ステムは、それにより移送制御システムの動作を、修正または中断することができる、手
動の移送制御スイッチを備えることが好ましい。さらに、好適には、プログラミング・キ
ーを持つ移送制御プログラミング・ユニットを設置することが好ましい。例えば、手動移
送制御スイッチ、または移送制御プログラミング・ユニットにより、予め定めた最低の貯
蔵レベル、および／または予め定めた最高の貯蔵レベルを変更することができ、運転モー
ドを、早い者勝ちモードから最も低いレベルが最初モードに切り換えることができる。一
つまたはそれ以上の分配ユニットを完全にオフにすることができ、または、分配ユニット
用の終了プログラムを始動することができ、分配ユニット等に運ぶ残りの材料の量を決定
することができる。
【００２６】
適当な手動移送制御スイッチ、または移送制御プログラミング・ユニットを設置すること
により、バルク移送システムを個々の建設用地での実際のニーズに適応させることができ
る。
【００２７】
本発明のバルク移送システムの好適な実施形態の場合には、各分配ユニットは、材料分配
出口を通して分配される材料の正確な量を測定するための計量システムを持つ。好適には
、計量システムは、分配ユニットに内蔵させることが好ましい。さらに、好適には、計量
システムは、特に、分配材料が、モルタルを混合するための砂またはセメントである場合
には、建設用地のニーズを満たすためのに十分なだけ、材料の分配量を決定するように設
計することが好ましい。各分配ユニット内に計量システムを設置することにより、最適な
量の材料を正確に供給し、最適な混合比を正確に達成することができる。さらに、個々の
分配ユニットの使用割合を記録し、監視することができる。
【００２８】
さらに、好適には、各分配ユニットが、材料要求スイッチまたはパネルを持ち、それによ
り、必要な量の材料を予め設定することができ、正確に必要な量の材料を、材料分配出口
を通して分配することができるように、分配ユニットを制御することができる。
【００２９】
好適には、特定の分配ユニットのところで予め設定した材料要求に関する情報を移送制御
システムに送ることが好ましい。その後で、移送制御システムは、各分配ユニットに必要
な量の材料を運ぶ、修正した制御モードを実行する。修正した制御モードの場合には、移
送制御システムは、実際の貯蔵レベルが、予め定めた最低の貯蔵レベル以下に下がったか
どうかを検出する前に、または検出しないで、各分配ユニットに材料を移送するような方
法で分配弁およびポンプ・ユニットを制御する。本発明によれば、任意の適当な方法で修
正した制御モードを通常の制御モードと組合せることができる。修正した制御モードを使
用することにより、バルク移送システムにより達成した反応時間を短くすることができる
。分配ユニットのところで、材料移送プロセスがスタートした場合には、移送プロセスを
直ちにスタートさせることができる。それにより、特定の分配ユニット内で将来起こるか
もしれない材料の不足を事前に回避することができる。
【００３０】
材料要求装置は、例えば、スイッチであってもよい。この場合、スイッチを一回押すと、
それは、例えば、５０ｋｇのようなある量の材料の要求を意味する。
本発明によれば、各分配パイプを一つの部材として形成して、主移送パイプに固定するこ
とができる。しかし、好適には、各分配パイプは、主移送パイプを接続する分配パイプの
その端部を形成する弁部分を備え、分配弁と、弁部分に取り外すことができるように接続
していて、弁部分よりかなり長い、分配ユニットと接続している分配パイプのその端部を
形成する、分配ユニット部分を備えることが好ましい。
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【００３１】
分配ユニット部分が、弁部分よりかなり長い場合に、各分配パイプを二つの部材、すなわ
ち、相互に取り外すことができるように接続している弁部分および分配ユニット部分とし
て形成することにより、分配パイプの最も大きな部分と一緒に、各分配ユニットを、例え
ば、別の場所に設置するために、主移送パイプから取り外すことができる。主移送パイプ
の弁部分に分配弁を設置することによって、分配ユニット部分を取り外した場合に、残っ
ているパイプ・システムを下向きに突き合わせることができ、そのため材料は流出しない
。そうすることにより、システムの柔軟性が向上する。残りのパイプ・システムおよび残
りの分配ユニットの動作を維持しながら、パイプ・システムを修正し、分配ユニットを移
動させることができる。
【００３２】
本発明によれば、移送パイプを一つのユニットとして形成することができる。しかし、好
適には、主移送パイプは、分配パイプの接続が行われる、主移送パイプの部分を形成する
給水栓、および主貯蔵コンテナと給水栓との間を延びていて、移送部分に取り外すことが
できるように接続している移送パイプの部分を形成する移送部分を備えることが好ましい
。
好適には、移送パイプ弁は、給水栓に近接している移送部分の端部に設置することが好ま
しい。そうすることにより、移送パイプを閉じることができる。
【００３３】
移送パイプを二つのユニット、すなわち、相互に取り外すことができるように接続してい
る移送部分および給水栓部分として形成することにより、また分配ユニットが配置される
位置を移動させるために、追加のパイプ片を挿入することにより、別の方法で移送パイプ
を延長または修正することができる。例えば、分配ユニットを建設敷中のビルの１－５階
から６－１０階に移動する場合には、追加の垂直パイプ片を主移送パイプ内に挿入するこ
とができる。そうすることにより、システムの柔軟性が向上する。移送パイプの最も大き
い部分を修正しないで、すべての分配ユニットを移動させることができる。移送部分に移
送パイプ弁を設置することにより、追加のパイプ片を挿入するために、パイプ・システム
を閉めることができる。
【００３４】
本発明によれば、給水全部分を適当に自由に設計することができる。しかし、本発明の好
適な実施形態の場合には、給水栓部分は、主パイプ部分、主パイプ部分の異なる縦方向の
位置のところから、このパイプ部分から横方向に突出している接続パイプ部分、および移
送パイプおよび接続パイプ部分の各自由端部のところの接続ジョイントを備える、一つの
ユニットとして形成されている。
【００３５】
給水栓部分を一つのユニットとして形成することにより、給水栓部分全体を容易に移動さ
せたり、または動かすことができる。
好適には、給水栓部分は、例えば、クレーンのフックのような、移動用装置を固定するた
めのシャッフルを備えることが好ましい。
【００３６】
本発明の他の好適な実施形態の場合には、給水栓部分は、モジュラ・システムとして設計
され、複数の給水栓素子を備える。その各給水栓素子は、主パイプ部分、主パイプ部分か
ら横方向に突出している接続パイプ部分、および主パイプ部分および接続パイプ部分の各
自由端部のところの接続ジョイントを持つ。この場合、給水栓素子は一列になるように接
続している。また、主パイプ部分の自由端部のところの接続ジョイントは、相互に取り外
すことができるように接続している。
【００３７】
モジュラ・システムとして給水栓部分を設計することにより、一つまたはそれ以上の分配
ユニットを移動させた後で、パイプ・システムに適応させるために、給水栓部分を容易に
修正することができる。例えば、その接続パイプ部分のところで、給水栓素子の中の一つ
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を閉めることができ、その代わりに、給水栓部分の自由端部のところにもう一つの給水栓
素子を追加することができる。そうすることにより、例えば、建設中のビルの１－５階か
ら２－６階に複数の分配ユニットを移動させることができる。このことは、１階に前に設
置した分配ユニットを６階に移動させるだけで行うことができる。２－５階の分配ユニッ
トの動作は、上記移動中に引続き続行することができる。モジュラ・システムとして設計
された給水栓部分は、移送システムの柔軟性を向上させる。
【００３８】
本発明によれば、バルク移送システムは、主貯蔵コンテナに接続していて、移送パイプと
、複数の分配パイプと、複数の分配ユニットとを備える、ただ一つの移送ユニットを持つ
ことができる。しかし、好適には、バルク移送システムは、主貯蔵コンテナに接続してい
る複数の移送ユニットを備えることが好ましい。その各移送ユニットは、移送パイプと、
複数の分配パイプと、複数の分配ユニットとを備える。そのため、移送システムの柔軟性
をさらに向上させることができる。
【００３９】
本発明によれば、バルク移送システムを、例えば、化学薬品、砂糖、砂、セメント、水を
含まないモルタル等の粉状、粒子状および／または顆粒状の材料の形をした、任意の流動
性の水を含まないバルク材料と一緒に使用することができる。そうしなければならない場
合、またはそうしたい場合には、必要な流動特性を持つ、流動性の水を含まないバルク媒
体を作る目的で、バルク材料を流体化するために、空気と混合することにより、水を含ま
ないバルク材料を、流動性を持つ材料にしたり、さらに高い流動性を持つ材料にすること
ができる。このシステムは任意の場所で使用することができる。しかし、好適には、建設
材料を、建設用地の異なる場所、特に建設中の異なる階に移送するために、このバルク移
送システムを使用することが好ましい。
【００４０】
本発明によれば、任意の流動性を持つまたは流体化した、水を含まない建設材料を供給す
るために、このバルク移送システムを使用することができる。好適には、本発明は、二つ
またはそれ以上の異なるタイプの単一バルク材料を、任意の混合比で、水を混入しないで
混合することによって作られれる、水を含まない混合物を供給するために使用することが
好ましい。何故なら、本発明により、最終目的地に運ばれた場合、分離を起こさないで、
混合物の混合比および品質を確実に維持することができるからである。
本発明の方法について説明すると、本発明の目的は、バルク移送システムを制御するため
の方法により達成される。
【００４１】
主貯蔵コンテナから複数の分配ユニットにバルク材料を移送するためのバルク移送システ
ムを制御するための方法は、各分配ユニット内において、分配ユニット内の実際の貯蔵レ
ベルが、予め定めた最低の貯蔵レベルと等しいか、またはそれ以下に下がっているか、ま
た、分配ユニット内のバルク材料の実際の貯蔵レベルが、予め定めた最高の貯蔵レベルと
等しいかどうかを各分配ユニットで検出するステップと；各分配ユニットから検出値を受
信するステップと；検出値を分配ユニットの中の一つから受信した場合には、上記一つの
分配ユニット内のバルク材料の実際の貯蔵レベルが、予め定めた最低の貯蔵レベルと等し
いか、またはそれ以下に下がっていることを表示するステップと；現在、バルク材料が、
複数の分配ユニットの中のどれかに移送されているかどうかをチェックするステップと；
現在、バルク材料が、複数の分配ユニットのどれにも移送されていないことが分かった場
合には、上記一つの分配ユニットへのバルク材料の移送をスタートさせるような方法でバ
ルク移送システムを制御するステップと；上記一つの分配ユニット内のバル材料の実際の
貯蔵レベルが、予め定めた最高の貯蔵レベルに等しいことを示している検出値を分配ユニ
ットの中の一つから受信した場合には、現在、バルク材料が、上記一つの分配ユニットに
移送されているかどうかをチェックするステップと；現在、バルク材料が、上記一つの分
配ユニットに運ばれていることが分かった場合には、上記一つの分配ユニットへのバルク
材料の移送を停止させるような方法でバルク移送システムを制御するステップと；充填対
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象の複数の分配ユニットの待ち行列をチェックして、現在、待ち行列が、現在、他の分配
ユニットを含んでいるかどうかをチェックするステップと；待ち行列が、現在、ある分配
ユニットを含んでいることが分かった場合には、待ち行列で次に位置する分配ユニットへ
のバルク材料の運送をスタートさせ、その分配ユニットを待ち行列から削除するような方
法でバルク移送システムを制御するステップとを含む。
【００４２】
本発明の方法の好適な実施形態によれば、上記一つの分配ユニット内のバルク材料の実際
の貯蔵レベルが、予め定めた最低の貯蔵レベルに等しいか、またはそれ以下に下がってい
ることを示す検出値を複数の分配ユニットの中の一つから受信した後で、また、現在、バ
ルク材料が、分配ユニットのどれかに移送されているかどうかをチェックした後で、また
、現在、バルク材料が、分配ユニット中のどれかに移送されていることを発見した後で、
現在、バルク材料が、複数の分配ユニットの中の上記一つのユニットに移送されているか
どうかがチェックされる。現在、バルク材料が、複数の分配ユニットの中の上記一つのユ
ニットに移送されていることが分かった場合には、バルク移送システムは、分配ユニット
の中の上記一つのユニットに対する、バルク材料の運送を継続するように制御される。現
在、バルク材料が、複数の分配ユニットの中の上記一つのユニットに移送されていないこ
とが分かった場合であって、上記一つの分配ユニットが、待ち行列内に存在しない場合に
は、上記一つの分配ユニットが、待ち行列の最後に追加される。
【００４３】
本発明の方法の好適な実施形態の場合には、各分配ユニット内のバルク材料の実際の貯蔵
レベルの正確な数値が検出され、上記一つの分配ユニット内のバル材料の実際の貯蔵レベ
ルが、予め定めた最低の貯蔵レベルに等しいか、またはそれ以下に下がっていることを示
している検出値を複数の分配ユニットの中の一つから受信した後で、また、現在、バルク
材料が、分配ユニットのどれかに移送中であることが分かった後で、分配ユニットの中の
どれが、実際に最も低い貯蔵レベルを持っているかがチェックされる。バルク移送システ
ムは、バルク材料が、最も低い実際の貯蔵レベルを持つ複数の分配ユニットの中の一つに
送られ、予め定めた最低の貯蔵レベルに等しいか、またはそれ以下に下がっている実際の
貯蔵レベルを持つ、複数の分配ユニットの中の他の任意のユニットは、バルク材料により
満たされる分配ユニットの待ち行列の中に入れられるような方法で制御される。この場合
、待ち行列内の位置番号は、実際の貯蔵レベルにより異なる。実際の貯蔵レベルが低けれ
ば低いほど、待ち行列内の位置は後になる。
【００４４】
本発明に従って設計したシステムおよび方法の重要な特徴は、任意のタイプの流動性を持
つ、または流体化した、水を含まないバルク材料を、一つの出口、または一つ以上の出口
に、同時にまたは別々に、または一度に一回、運ぶことができることである。このシステ
ムは、自動的にまたは手動により制御することができ、各出口に対する異なる充填要件を
満たすために、モードを手動で切り換えることができる。例えば、このシステムは、待ち
行列を切断することにより、より緊急にバルク材料を必要としている出口への供給に、も
っと高い優先権を与えることもできるし、または第一の出口への供給を途中で停止し、直
ちに供給を必要としている他の第二の出口への供給を開始し、その後で、第一の出口への
バルク材料の供給を終了することもできる。
【００４５】
図１にハッキリ示すように、バルク移送システムは、ビル建設用地上に配置される。この
図は、８階建ての建設中のビルの略図である。ビルの横には、サイロの形をしたバルク材
料を貯蔵するための主貯蔵コンテナ１が配置されている。主貯蔵コンテナ１は、バルク入
口１１およびバルク出口１２を持つ。バルク入口１１は、ゴムホースを通して、主貯蔵コ
ンテナ１に新鮮な材料を供給するトラックに接続している。
【００４６】
主移送パイプ２は、地面からある距離だけ離れている主貯蔵コンテナ１のバルク出口１２
に接続している。主移送パイプは、移送部分２３および給水栓部分２２から形成されてい
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る。移送部分２３は、バルク出口１２から地面まで延びている。主移送パイプ２は、移送
部分２３が地面と接触するところにポンプ・ユニット２１を持ち、このポンプ・ユニット
は、地面の上に配置されていて、主移送パイプ２を通して、バルク材料を駆動するための
ものである。移送部分２３は、さらに、地面に沿ってビルの方向延びていて、ビルの方向
に向かって上方に曲がっている。移送部分２３は、この曲がっている部分のところで、パ
イプ・スタンドにより固定されている。さらに、移送部分は、ビルに沿って上に向かって
、ビルの３階と４階の間のまで延びていて、端部近くのところに移送パイプ弁２４を備え
る。
【００４７】
移送パイプ弁２４の上のところで、移送部分２３は、給水栓部分２２に接続している。給
水栓部分２２は、一つのユニットとして形成されていて、ビルに沿って垂直に、ビルの８
階まで延びる主パイプ部分を持つ。接続パイプ部分は、主パイプ部分からビルの方向に横
に向かって突出している。一本の接続パイプ部分は、ビルの４階、５階、６階、７階およ
び８階のところで、それぞれ、主パイプ部分から突出している。給水栓部分２２の各接続
パイプ部分のところには、分配弁３１が設置されている。
【００４８】
分配弁３１を持つ各接続パイプ部分は、分配パイプ３の弁部分を形成する。各分配パイプ
３は、弁部分３２と分配ユニット部分３３を備える。弁部分３２および分配ユニット部分
３３は、分配弁３１の近くに取り外すことができるように接続している。各分配ユニット
部分３３は、各階の床に平行に、ビルの中心まで延びる。
【００４９】
各分配パイプ３の分配ユニット部分３３は、分配ユニット・コンテナ４１と接続している
入口４２を通して、分配ユニット４に接続している。分配ユニット４の各入口４２のとこ
ろには、さらに、弁が設置されている。各分配ユニット４は、材料分配出口４４および（
略図で示す）貯蔵レベル検出装置４３を持つ。各貯蔵レベル検出装置は、（図示せず）デ
ータ・ラインを通して、（略図で示す）移送制御システムに接続している。
【００５０】
図２に、一つのユニットとして設計された、給水栓部分２２をもっと詳細に示す。給水栓
部分２２の基本的な形は、図１のものと同じである。違いは、分配弁３１が給水栓部分２
２に対して設置されていることである。給水栓部分２２は、垂直に延びる主パイプ部分を
持つ。接続パイプ部分は、主パイプ部分から横方向に突出している。接続ジョイント２２
３が、主パイプ部分および接続パイプ部分の各自由端部のところに設定されている。
【００５１】
図３は、モジュラ・システムとして設計されている給水栓部分２２の他の実施形態の詳細
図である。給水栓部分２２は、すべてが同じ設計の三つの給水栓素子２２４を備える。各
給水栓素子２２４は、主パイプ部分を持つ。接続パイプ部分は、主パイプ部分から横方向
に突出している。接続ジョイント２２３は、主パイプ部分および接続パイプ部分の各自由
端部のところに設置されている。各接続パイプ部分は、分配弁３１を備える。給水栓素子
２２４の各組は、接続していて、そのため、三つの給水栓素子は一列に並んでいる。それ
故、主パイプ部分の自由端部のところの接続ジョイント２２３の各組は、相互に取り外す
ことができるように接続している。
【００５２】
本発明の好適な実施形態の場合には、本発明の方法の一実施形態を、本発明のバルク移送
システムの一実施形態と一緒に使用している。
本発明のバルク材料は、必要とする流動性を持っているか、または、必要な流動特性を持
つように、ガス状の媒体のような流体媒体を添加することにより流動性を持たせた流動性
を持っているか、または流体化した、水を含まないバルク媒体を意味する。
【００５３】
本発明のポンプ・ユニットは、バルク材料を主貯蔵コンテナから移送システムへ移送する
のに適していて、またパイプ移送システムを通して、流動性のバルク材料をくみ出すのに
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移送ユニットを個々のコンプレッサ・ユニットと組合せて、個々のユニットとすることも
できるし、または、コンプレッサに内蔵させることもできる。ポンプ・ユニットは、主貯
蔵コンテナに内蔵させることもできるし、または主貯蔵コンテナの出口の下流および／ま
たは上流に配置することもできる。例えば、ポンプ・ユニットは、バルク材料に対する搬
送媒体としての空気または他のガス状媒体を圧縮するためのコンプレッサを備える。さら
に、搬送流体を移送システムに導入し、運び入れるためのバルク材料と混合するために、
混合ユニットをポンプ・ユニットに内蔵させることもできる。
【００５４】
パイプという用語は、本発明の目的に適している任意の硬質または柔軟なパイプまたはホ
ースを意味する。パイプまたはホースは適当な長さのものでよく、垂直、水平または斜め
に延びることができる。さらに、パイプは、連続しているものでもよいし、または相互の
永久的に、または取り外すことができるように接続しているいくつかのパイプ部分から形
成することもできる。
【００５５】
分配パイプは、主移送パイプに永久的に、または取り外すことができるように接続するこ
とができる。好適には、Ｙジョイント、エルボ・ジョイント等、または、例えば、同じ分
岐位置で、２本の分配パイプを主移送パイプに接続するための、交差ジョイントのような
、任意の適当な形の接続ジョイントにより、分配パイプを主移送パイプに接続することが
好ましい。これらのジョイントは、まっすぐのものでもよいし、パイプまたはホースに接
続される、任意の材料で作られている径違いジョイントであってもよい。上記ジョイント
は、カップリングであっても、ネジ山つきジョイントであっても、永久的に溶接されたジ
ョイントであっても、またはこれらジョイントを組合せたものであってもよい。
【００５６】
好適には、ジョイントの各出口部分のところに単体弁を一つ設置することが好ましい。上
記弁は、任意の適当な形の可動弁部材の直線運動、または回転運動用に設計された任意の
弁、スイング弁またはピンチ弁であってもよい。弁アクチュエータとしては、直線または
回転用に設計されたもの、ラック・ピニオン設計のもの、またはそれらを組合せたもの等
を使用することができる。ピンチ弁の場合には、本体自体は、アクチュエータとすること
もできるし、または、アクチュエータは、任意の他の適当なタイプのものであってもよい
。弁を開閉する目的で、アクチュエータを作動させるために、電力、空気圧または油圧ま
たはこれらを組合せたものを使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】 　ビルの建設用地上に設置中の本発明のバルク移送システムのある実施形態の
略図である。
【図２】 　給水栓が一つのユニットとして設計された本発明のバルク移送システムの給
水栓のある実施形態の正面図である。
【図３】 　給水栓がモジュラ・システムとして設計された本発明のバルク移送システム
の給水栓のある実施形態の正面図である。
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